
震災 の教訓 

津波到達までの避難の有無 津波避難開始までの行動目的 

東日本大震災は多くの尊い命を奪い，教訓を残した。 
 
津波警報(大津波)の発表，市町村の避難指示等の発令，報道機関による報道，避難誘導などにより速
やかに避難した人，実際の津波襲来状況を確認して一度避難した高台から更に高い場所へ避難し
た人がいました。その一方で，様々な理由により避難しなかったため津波に遭遇し，津波の犠牲と
なった人がいました。 

なぜ，迅速な避難行動につながらなかったのでしょうか。 

避難せずに家族・親戚・
知人を探した人 

約53％ 

地震発生後，津波到達までに 
避難行動を開始しなかった人 
避難行動を取らなかった人 

約37％ 

津波は来ないと思った理由 

出典：国土交通省 東日本大震災の津波被災現況調査結果～津波からの避難実態調査結果～ 

出典：国土交通省東日本大震災津波被災市街地復興支援調査個人調査全体集計表［一般］をもとに作成 

今までの自分の経験や知識から津波は来ないと 
思った人 

        リアス部 約24％ 平野部約43％ 

 
沿岸部から離れており津波は来ないと思った人 

      リアス部 約33％ 平野部 約31％ 

  
津波ハザードマップで浸水が想定されていない
ため津波は来ないと思った人 

   リアス部 約20％ 
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※複数回答 

津波到達前に 
避難開始した人 
対象：2,768人 

津波到達後に 
避難開始した人 
対象：470人 

避難行動を 
取らなかった人 
対象：1,183人 

（リアス部：石巻市牡鹿半島以北 平野部：石巻市平野部以南（原発警戒区域を除く）） 

 

 

 

 

家族・親戚・知人の 
安否確認（様子見） 
（266人，306トリップ） 

家族・親戚・知人を探したり 
迎えに行ったりした 
（162人，196トリップ） 

被害の状況確認 
（98人，100トリップ） 

 
 

避難の用意のため 
（120人，125トリップ） 

 
身を寄せる避難所へ 

行くため 
（35人，37トリップ） 

 
地震の後片付けのため 
（13人，13トリップ） 

 

避難を呼びかけたり 
手助けするため 
（22人，27トリップ） 

 
救助活動のため 
（11人，13トリップ） 

 
 

その他業務のため 
（23人，30トリップ） 

 
 

その他 
（108人，123トリップ） 
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０
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